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瀬戸便り（十月）
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敷の大望遠鏡で見てもらふのだ．”山

　珂始めは，まだ盛りだけれど，月末には，もう虫の聲はさびれる．十月は良

い時節だ・柿だつて色づくし，松茸の香りだって存分にたのしめる．日中は暑

くなく，塞くなくて，よろしいが，でも夜の襯測は少し寒くなって來た．

　2日と3日は雨だつた．でも3日の夕方には雨も上ったので，明朝は一時頃に

起きることに決めた．先づ封日照を見ること，それから夜明け前の黄道光をま

つ間，東天の彗星捜索をやるtと．望遠鏡の筒の上に，しっとりと夜露が下り

る．之では露除けに，何か作ってやらなければなるまV・．手細工の木の筒では

いたむだらう．微動装置が一つもないので，とんでもないときに，星がつれた

り，叉，動かなくなったりして臭れる．でも木邊鏡の星の豫の美しさは，無類

である1

3時50分近く，東天獅子座の大鎌の近くで，一つの星回状のものをひっかけ

た．非常に柔かV・光りである．先に，カニンガム彗星（1940c）を見たときの事

を思ってみた．そしてあの星には，や玉鋭V・核のあったことを思ぴ出したが，
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來京・阿部正明氏の269ミリ反射望遠鏡


